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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
深
海
の
宇
宙

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
８
３
３
Ｍ

【
作
者
名
】

　
Ｕ
－
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ

【
あ
ら
す
じ
】

　
時
は
１
９
３
７
年
。
船
乗
り
達
の
間
で
流
れ
た
噂
―
―
―
―
「
深
海
の
怪
物
」

。
そ
の
調
査
部
隊
に
参
加
し
た
少
年
が
実
際
に
、
見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
て
、

感
じ
取
っ
た
不
思
議
な
体
験
談
―
―
―
―
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序
章
・
深
海
の
怪
物
（
前
書
き
）

天
使
の
書
物
が
リ
ハ
ビ
リ
作
品
と
し
て

手
掛
け
る
冒
険
小
説
が
登
場
。

―
―
―
―
時
は
１
９
３
７
年
―
―
―
―

大
西
洋
に
流
れ
た
１
つ
の
噂
―
―
―
―

―
―
―
―
そ
れ
は
、
『
深
海
の
怪
物
』
。

太
古
よ
り
生
き
続
け
て
い
る
、
船
を
喰
ら
う

怪
物
が
大
西
洋
を
住
処
に
し
て
い
る
と

船
乗
り
達
は
信
じ
、
畏
れ
て
い
た
。

お
そ

当
初
は
た
だ
の
噂
に
過
ぎ
な
い
と
笑
わ
れ
た
が

噂
に
対
す
る
認
識
が
一
変
す
る

事
件
が
起
き
る
―
―
―
―
―
―
―
―

大
統
領
よ
り
特
命
を
受
け
て
大
西
洋
を

航
行
し
て
い
た
艦
隊
が
一
晩
で
消
失
、
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噂
は
現
実
性
を
帯
び
始
め
た
。

そ
し
て
、
こ
の
事
態
を
看
過
出
来
な
い

ア
メ
リ
カ
政
府
は
調
査
部
隊
を
結
成
。

『
怪
物
の
住
処
』
こ
と
、
大
西
洋
に

彼
ら
を
送
り
込
ん
だ
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
こ
の
物
語
は
、
大
西
洋
の

調
査
部
隊
に
参
加
し
て
い
た
少
年
が

実
際
に
見
て
、
聞
い
て
、
触
れ
て
、

感
じ
取
っ
た
不
思
議
な
出
来
事
を

綴
っ
た
モ
ノ
で
あ
る
。
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序
章
・
深
海
の
怪
物

―
―
―
―
大
西
洋
・
１
９
３
７
年
―
―
―
―

『
そ
れ
』
は
、
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タ
の
顎
を

連
想
さ
せ
る
口
を
開
き
、
獲
物
が

近
付
く
の
を
待
ち
構
え
て
い
た
―
―
―
―

だ
が
、
獲
物
と
言
っ
て
も
マ
グ
ロ
や

カ
ツ
オ
な
ど
の
『
生
き
た
魚
』
で
は
な
い
。

皮
膚
は
鉄
で
出
来
て
お
り
、

重
油
が
貯
め
込
ま
れ
た
胃
袋
を
持
ち

ヒ
レ
の
代
わ
り
に
ス
ク
リ
ュ
ー
で

動
く
機
械
の
魚
。

そ
し
て
、
そ
の
中
に
は
４
０
を
超
え
る
生
命
が

息
づ
い
て
い
る
に
違
い
な
い
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―



5

「
ま
だ
見
つ
か
ら
な
い
の
か
？
」

司
令
塔
に
響
い
た
声
は
苛
立
ち
を
伴
っ
て
い
た
。

「
ハ
ッ
…
…
…
…
未
だ
に
」

―
―
―
―
ド
イ
ツ
海
軍
所
属
の
Ｕ
ボ
ー
ト

『
Ｕ
－
３
６
』
の
司
令
塔
は
『
獲
物
』
が

見
つ
か
ら
な
い
苛
立
ち
と
、

長
時
間
の
潜
航
に
よ
る
２
酸
化
炭
素
の

増
加
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

居
心
地
の
悪
い
空
気
で
満
た
さ
れ
て
い
た
。

「
艦
長
、
も
う
限
界
で
す
。

諦
め
て
浮
上
す
る
べ
き
で
は
？
」

副
官
の
言
葉
に
腕
組
み
し
て
唸
る
艦
長
。

彼
の
中
で
『
獲
物
』
を
討
ち
取
り
、
栄
誉
を

手
に
せ
ん
と
す
る
軍
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
と

部
下
の
身
体
を
考
え
、
浮
上
の
命
令
を

下
さ
ん
と
す
る
艦
長
と
し
て
の
責
任
感
が



6

格
闘
を
続
け
て
い
る
。

「
―
―
―
や
む
を
得
ん
、
浮
―
―
―
」

艦
長
と
し
て
の
責
任
感
が
勝
利
の
雄
叫
び
を

あ
げ
よ
う
と
し
た
時
だ
っ
た
―
―
―
―

『
獲
物
』
が
唸
り
を
上
げ
て
近
付
く
音
が

司
令
塔
を
揺
さ
ぶ
っ
た
の
は
。

「
今
の
は
何
だ
！
？
」

自
ら
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

戦
い
を
中
断
さ
せ
、
思
考
を

現
状
把
握
へ
と
向
け
る
艦
長
。

「
ヤ
ツ
で
す
！
―
―
―
―
右
舷
４
０
度
よ
り

本
艦
に
突
っ
込
ん
で
来
ま
す
ッ
！
！
」

ソ
ナ
ー
マ
ン
が
恐
怖
に
引
き
つ
っ
た

表
情
で
報
告
す
る
。

「
な
っ
…
…
！
！
―
―
―
面
舵
い
っ
ぱ
―
―
―
」
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凍
り
付
い
た
思
考
で
何
と
か
命
令
を

下
そ
う
と
し
た
次
の
瞬
間
、

怪
物
の
口
が
『
Ｕ
－
３
６
』
の
船
体
を
噛
み
砕
き
、

４
０
を
超
え
る
生
命
は
一
瞬
に
し
て

海
の
藻
屑
と
化
し
た
―
―
―
―
―
―
―
―
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登
場
人
物
紹
介
…
そ
の
１

・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
ー
ナ
ー

・
性
別
…
♂

・
年
齢
…
１
６

・
解
説
・

本
作
の
主
人
公
。
７
年
前
に
両
親
と
死
別
、

両
親
の
友
人
が
任
さ
れ
て
い
る
工
場
で

機
械
の
整
備
を
学
び
、
そ
の
腕
が

ア
メ
リ
カ
政
府
に
認
め
ら
れ
る
。

自
分
に
対
し
て
本
当
の
子
供
の
様
に

愛
情
を
持
っ
て
接
し
て
く
れ
て
い
る

義
父
母
の
影
響
で
純
粋
に
育
っ
た

反
面
、
集
団
を
守
る
た
め
の
残
酷
な
行
為

（
例
え
ば
、
戦
え
な
い
味
方
を
見
捨
て
る
）

は
ど
ん
な
事
が
あ
っ
て
も
出
来
な
い
。
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・
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ー
カ
ー
…

・
性
別
…
♂

・
年
齢
…
５
１

・
解
説
・

エ
ド
ワ
ー
ド
の
義
父
で
、
大
工
場
の
主
任
。

エ
ド
ワ
ー
ド
の
父
親
ハ
ワ
ー
ド
と
は

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
り
、

ハ
ワ
ー
ド
の
忘
れ
形
見
で
あ
る

エ
ド
ワ
ー
ド
に
は
並
な
ら
ぬ
愛
情
を
注
ぐ
。

・
マ
リ
ア
・
エ
ー
カ
ー
…

・
性
別
…
♀

・
年
齢
…
４
８

・
解
説
・

エ
ド
ワ
ー
ド
の
義
母
。
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子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
為
か
、

エ
ド
ワ
ー
ド
を
我
が
子
と
し
て
愛
す
る
。

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
…

・
性
別
…
♂

・
年
齢
…
５
４

・
解
説
・

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
３
２
代
大
統
領
。

特
命
を
下
し
た
艦
隊
が
大
西
洋
で

消
失
し
た
事
件
を
受
け
て
調
査
部
隊
の

編
成
を
命
じ
る
。

・
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
…

・
性
別
…
♂

・
年
齢
…
４
８
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・
解
説
・

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
総
統
。

大
西
洋
に
潜
む
怪
物
の
調
査
を

潜
水
艦
隊
司
令
デ
ー
ニ
ッ
ツ
に
命
じ
る
。

・
カ
ー
ル
・
デ
ー
ニ
ッ
ツ
…

・
性
別
…
♂

・
年
齢
…
４
６

・
解
説
・

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
潜
水
艦
隊
司
令
。

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
の
命
を
受
け
て

Ｕ
ボ
ー
ト
を
大
西
洋
に
派
遣
す
る
。
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第
１
章
・
Ｎ
ｏ
．
１
『
来
客
』

―
―
こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
本
土
の
と
あ
る
工
場
。

そ
の
入
り
口
の
前
に
１
台
の
高
級
車
が
停
ま
り

中
か
ら
背
広
を
着
た
男
が
現
れ
る
。

男
を
訝
し
げ
に
見
つ
め
て
い
た
守
衛
だ
っ
た
が

男
が
何
か
を
見
せ
る
と
、
急
に
緊
張
し
た

表
情
で
普
段
は
や
ら
な
い
敬
礼
を
し
た
。

「
ど
う
ぞ
お
通
り
下
さ
い
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

工
場
の
中
で
１
台
の
車
と
格
闘
を
続
け
る
少
年
。

『
相
手
の
急
所
』
に
ド
ラ
イ
バ
ー
や

ス
パ
ナ
を
突
っ
込
み
、

摘
ん
だ
り
捻
っ
た
り
し
て
１
時
間
。

そ
し
て
、
や
っ
と
『
相
手
』
を
打
ち
負
か
し
、
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エ
ン
ジ
ン
が
元
気
な
声
を
上
げ
る
。

「
見
事
な
モ
ノ
だ
な
。
流
石
は

我
が
国
が
誇
る
最
年
少
メ
カ
ニ
ッ
ク
だ
」

い
き
な
り
後
ろ
か
ら
し
た
声
に

振
り
向
く
と
、
そ
こ
に
は

背
広
を
纏
っ
た
男
が
立
っ
て
い
た
。

「
…
…
…
…
…
…
は
い
？
何
で
し
ょ
う
？
」

少
女
の
よ
う
な
可
愛
ら
し
さ
を
秘
め
た

顔
に
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら

男
の
用
件
を
伺
う
少
年
。

「
失
礼
だ
が
、
こ
の
工
場
の
責
任
者
の
方
は

ど
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
？
」

男
の
質
問
に
少
年
は
、
や
は
り

可
愛
ら
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て

案
内
い
た
し
ま
す
、
と
答
え
た
。
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
こ
の
工
場
の
主
任
を
な
さ
っ
て
い
る

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
ー
カ
ー
様
で
す
ね
？
」

背
広
の
男
が
柔
ら
か
い
笑
み
を

浮
か
べ
て
確
認
す
る
。

「
私
は
ビ
リ
ー
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
。

合
衆
国
大
統
領
の
命
を
受
け
て

こ
の
工
場
よ
り
優
秀
な
人
材
を
お
借
り

出
来
る
よ
う
お
願
い
に
参
り
ま
し
た
。
」

大
統
領
直
属
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
証
で
あ
る

証
明
書
入
り
手
帳
を
見
せ
な
が
ら

自
己
紹
介
と
目
的
を
明
か
す
ビ
リ
ー
。

一
方
、
ジ
ョ
ー
ジ
は
大
統
領
直
属
の

証
で
あ
る
手
帳
に
驚
き
な
が
ら
口
を
開
い
た
。

「
一
体
何
を
な
さ
る
お
つ
も
り
で
？
」
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そ
の
問
に
ビ
リ
ー
が
問
い
返
す
。

「
我
々
の
目
的
の
事
で
す
か
？
」

深
く
頷
く
ジ
ョ
ー
ジ
。

「
―
―
―
―
数
週
間
前
、
大
西
洋
で

新
種
の
生
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
衆
国
政
府
は
、
こ
の
新
種
生
物
の

調
査
を
決
定
、
調
査
部
隊
の
編
成
を

進
め
て
い
る
最
中
な
の
で
す
。

そ
の
調
査
部
隊
は
各
分
野
の
エ
リ
ー
ト
を

集
め
て
完
璧
な
体
制
を
敷
く
予
定
で
す
が
、

肝
心
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
が
…
…
…

我
々
の
求
め
る
技
術
レ
ベ
ル
を
持
つ

メ
カ
ニ
ッ
ク
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
く
て

困
っ
て
い
ま
し
た
。
―
―
―
―
そ
の
時
、

あ
な
た
の
『
息
子
さ
ん
』
の

存
在
を
知
っ
た
の
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
彼
こ
そ
、

我
々
が
求
め
て
い
た
人
材
で
す
。
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エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
ー
ナ
ー
さ
ん
を

調
査
部
隊
に
お
貸
し
頂
け
ま
せ
ん
か
？
」
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第
１
章
Ｎ
ｏ
．
２
『
鉤
十
字
の
国
』

―
―
ド
イ
ツ
第
三
帝
国
・
ベ
ル
リ
ン
総
統
府

総
統
の
執
務
室
の
ド
ア
を
叩
く
音
が
響
い
た
。

「
入
り
た
ま
え
」

口
髭
が
特
徴
的
な
総
統
が
入
室
を
許
可
す
る
。

そ
れ
と
同
時
に
開
か
れ
た
ド
ア
。

入
っ
て
き
た
軍
人
は
ド
ア
を
丁
寧
に
閉
め
て

総
統
に
向
き
直
る
と
挨
拶
し
た
。

「
ハ
イ
ル
・
ヒ
ト
ラ
ー
！

お
呼
び
で
す
か
、
総
統
閣
下
」

軍
人
―
―
―
―
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
挨
拶
に

満
足
そ
う
に
頷
き
、
手
招
き
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
。

「
デ
ー
ニ
ッ
ツ
君
。
君
に
特
命
を
下
し
た
い
」

ヒ
ト
ラ
ー
の
言
葉
を
受
け
て
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
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身
体
に
僅
か
に
緊
張
が
走
る
。

「
ハ
ッ
！
―
―
―
―
特
命
と
は
？
」

ヒ
ト
ラ
ー
は
、
両
手
を
顔
の
手
前
で
組
み
、

そ
の
上
に
顎
を
預
け
て
口
を
開
い
た
。

「
以
前
よ
り
調
査
を
進
め
て
き
た

大
西
洋
の
怪
物
の
件
だ
が
―
―
―
―
」

そ
う
言
い
な
が
ら
デ
ス
ク
か
ら
書
類
を

取
り
出
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
そ
れ
を

デ
ー
ニ
ッ
ツ
へ
と
手
渡
す
。

デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
視
線
が
書
類
の
上
を

走
る
に
つ
れ
て
顔
が
青
ざ
め
て
い
く
。

「
総
統
…
…
…
ア
メ
リ
カ
の
調
査
部
隊
に

先
を
越
さ
れ
た
ら
我
が
国
は
…
…
…
…
！
」

デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
表
情
か
ら
彼
が
特
命
の

重
要
性
を
理
解
し
た
事
を
察
し
た
ら
し
く

ヒ
ト
ラ
ー
は
深
く
頷
い
た
。

「
デ
ー
ニ
ッ
ツ
君
。
ア
メ
リ
カ
の
調
査
部
隊
が

怪
物
と
接
触
す
る
前
に
Ｕ
ボ
ー
ト
で
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撃
沈
し
た
ま
え
。
―
―
―
―
こ
ち
ら
の

存
在
に
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
に
慎
重
に
な
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
総
統
府
か
ら
の
命
令
で
す
。

『
Ｕ
３
３
』
の
出
撃
準
備
を
」

通
信
士
官
を
通
し
て
総
統
府
か
ら
の

命
令
を
拝
領
し
た
Ｕ
ボ
ー
ト
艦
長
。

「
ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
ガ
大
佐
、

宜
し
い
で
し
ょ
う
か
？
」

Ｕ
ボ
ー
ト
艦
長
―
―
ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
ガ
は

軽
く
頷
き
、
Ｕ
ボ
ー
ト
乗
員
に
命
令
を
下
し
た
。

そ
し
て
数
十
分
後
に
係
留
ア
ー
ム
が

切
り
離
さ
れ
、
『
Ｕ
３
３
』
は
大
海
原
へ
と

進
み
出
し
た
―
―
―
―
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第
１
章
・
Ｎ
ｏ
．
３
『
出
航
』

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

数
日
後
の
夜
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
迎
え
が

工
場
の
入
り
口
に
現
れ
た
。

入
り
口
に
佇
む
漆
黒
の
車
か
ら

山
高
帽
と
コ
ー
ト
が
印
象
的
な

男
性
が
降
り
立
ち
、
工
場
の

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
指
を
押
し
込
む
。

「
政
府
の
者
で
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
君
を

迎
え
に
参
り
ま
し
た
…
…
…
…
…
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

そ
の
声
が
聞
こ
え
る
と
同
時
に

『
我
が
子
』
を
抱
き
締
め
る
マ
リ
ア
。

「
気
を
付
け
て
ね
、
エ
ド
ワ
ー
ド
」

そ
し
て
エ
ド
ワ
ー
ド
の
肩
に
、
工
場
働
き
で

マ
メ
だ
ら
け
に
な
っ
た
手
を
置
く
ジ
ョ
ー
ジ
。
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「
お
前
は
父
さ
ん
と
母
さ
ん
の

大
切
な
息
子
だ
。
そ
れ
を
忘
れ
る
な
よ
」

両
親
の
言
葉
か
ら
温
か
い
愛
を
感
じ
取
っ
た

エ
ド
ワ
ー
ド
は
少
女
の
様
な
笑
み
を
浮
か
べ

た
だ
一
言
、
言
い
放
っ
た
。

「
―
―
―
―
行
っ
て
き
ま
す
！
！
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

と
あ
る
港
に
到
着
し
た
車
か
ら
降
り
た

エ
ド
ワ
ー
ド
は
男
に
案
内
さ
れ
、

豪
華
客
船
並
に
大
き
な
船
と
対
面
す
る
。

「
お
…
…
…
大
き
い
…
…
…
…
…
…
」

そ
こ
へ
、
体
格
の
良
い
船
員
が
現
れ
た
。

「
お
う
、
お
前
が
例
の
チ
ビ
ッ
コ
か
？
」
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体
格
の
良
い
船
員
の
言
葉
に

首
を
傾
げ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
。

「
機
械
整
備
が
得
意
な
ん
だ
ろ
？
」

そ
の
問
い
に
エ
ド
ワ
ー
ド
は

『
は
い
』
と
答
え
た
。

「
俺
は
ロ
ブ
っ
て
ん
だ
。
宜
し
く
な
！
」

豪
快
さ
を
伴
っ
た
笑
顔
で

エ
ド
ワ
ー
ド
の
手
を
握
る
ロ
ブ
。

（
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
痛
い
！
！
！

こ
の
握
力
、
人
間
じ
ゃ
な
い
よ
っ
！
！
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
大
西
洋
海
上
―
―
―
―

ロ
ブ
の
手
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
か
け
た

手
を
さ
す
り
な
が
ら
海
を
眺
め
る
エ
ド
ワ
ー
ド
。

「
―
―
―
―
綺
麗
だ
な
あ
…
…
…
…
」
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雲
一
つ
無
い
空
に
灯
る
満
月
と
星
達
。

「
お
う
、
エ
ド
ワ
ー
ド
」

後
ろ
か
ら
し
た
声
に

エ
ド
ワ
ー
ド
は
悪
寒
を
感
じ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
寝
た
方
が
良
い
ぞ
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ロ
ブ
の
言
葉
に
頷
き
、
寝
室
に

向
か
う
途
中
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
脳
裏
に

あ
る
光
景
が
浮
か
び
上
が
る
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
！
？
」

海
中
に
突
き
刺
さ
る
月
光
。

そ
し
て
、
月
光
が
創
り
出
す

巨
大
な
魚
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。
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「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
！
？
」

気
が
付
く
と
、
目
の
前
は

灰
色
の
廊
下
に
戻
っ
て
い
た
。

「
―
―
―
―
今
の
は
何
だ
っ
た
ん
だ
…
…
…
」

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
海
中
に
潜
む
『
Ｕ
３
３
』
の

ヒ
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
ガ
大
佐
は

一
瞬
、
誰
か
に
見
ら
れ
た
よ
う
な

気
味
の
悪
い
感
触
に
襲
わ
れ
た
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
ん
…
…
…
…
？
」

思
わ
ず
下
の
方
を
見
る
が
、
そ
こ
は

何
の
変
哲
も
な
い
床
で
あ
る
。

「
艦
長
、
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
」

ヘ
ル
ガ
大
佐
に
声
を
か
け
る
副
官
。
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「
―
―
―
―
―
―
―
―
い
や
。

少
し
疲
れ
た
だ
け
だ
。
そ
れ
よ
り
目
標
は
？
」

艦
長
の
問
い
に
ソ
ナ
ー
マ
ン
が
答
え
た
。

「
依
然
、
捕
捉
中
で
す
」

「
護
衛
は
付
い
て
い
な
い
か
？
」

そ
の
問
い
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
ソ
ナ
ー
マ
ン
。

「
は
い
。
周
囲
に
反
応
は
あ
り
ま
せ
ん
」

そ
れ
が
引
き
金
と
な
り
、
『
Ｕ
３
３
』
は

雷
撃
戦
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
―
―
―
―
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第
１
章
・
Ｎ
ｏ
．
４
『
深
海
の
怪
物
』

「
魚
雷
装
填
完
了
し
ま
し
た
！
」

魚
雷
室
か
ら
の
報
告
を
受
け
る
発
令
所
。

「
よ
ー
し
、
ア
メ
リ
カ
野
郎
の
ど
て
っ
腹
に

キ
ツ
い
一
撃
を
お
見
舞
い
し
て
や
れ
！
」

ヘ
ル
ガ
大
佐
の
命
令
で
『
Ｕ
３
３
』
か
ら

放
た
れ
た
魚
雷
は
海
中
を
突
き
進
み
、

米
国
調
査
船
の
ど
て
っ
腹
に

文
字
通
り
突
っ
込
み
、
爆
発
四
散
し
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

凄
ま
じ
い
衝
撃
で
夢
の
世
界
か
ら

引
き
ず
り
戻
さ
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
は

状
況
を
把
握
す
る
為
、
甲
板
に
上
が
っ
た
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
！
？
」

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
視
界
。
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直
ぐ
に
肌
で
感
じ
取
っ
た
熱
気
で

船
が
燃
え
て
い
る
と
理
解
す
る
。

「
…
よ
う
、
生
き
て
い
た
か
…
…
チ
ビ
ッ
コ
」

後
ろ
か
ら
響
い
た
弱
々
し
い
声
に

振
り
向
く
と
、
焼
け
爛
れ
た
姿
の
男
が

足
を
引
き
ず
っ
て
い
た
。

「
ひ
ぃ
っ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
！
」

皮
膚
は
焼
け
落
ち
、
赤
黒
い

液
体
が
顔
面
を
流
れ
て
い
る
。

「
…
…
…
…
…
…
俺
だ
…
…
…
ロ
ブ
だ
」

そ
う
言
い
な
が
ら
甲
板
に
倒
れ
る
ロ
ブ
。

「
…
…
…
…
…
…
ロ
ブ
さ
ん
っ
！
」

凍
り
付
い
た
思
考
を
何
と
か
働
か
せ
、

ロ
ブ
の
そ
ば
に
寄
る
エ
ド
ワ
ー
ド
。

「
…
…
…
…
…
…
俺
は
、
も
う
保
た
ね
え
。
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…
…
…
…
だ
が
よ
…
…
…
お
前
み
た
い
な

チ
ビ
ッ
コ
ま
で
死
ん
で
欲
し
く
ね
え
ん
だ
」

ロ
ブ
は
そ
う
言
い
な
が
ら
自
ら
の

首
に
掛
か
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
外
し
た
。

「
良
い
か
、
コ
イ
ツ
を
絶
対
に
無
く
す
な
。

コ
イ
ツ
を
持
っ
て
い
れ
ば
…
助
け
が
来
る
」

エ
ド
ワ
ー
ド
が
理
解
し
た
の
を
悟
る
と

安
堵
の
息
を
つ
き
、
二
度
と
動
か
な
く
な
っ
た
。

「
―
―
―
ロ
ブ
さ
ん
？
―
―
―
ロ
ブ
さ
ん
！
」

こ
れ
か
ら
共
に
沢
山
の
思
い
出
を

作
る
は
ず
だ
っ
た
『
仲
間
』
の
突
然
の
死
に

涙
を
流
す
エ
ド
ワ
ー
ド
。

そ
し
て
、
涙
を
拭
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
は

オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
る
海
面
に
飛
び
込
ん
だ
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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『
も
う
直
ぐ
合
流
ポ
イ
ン
ト
で
す
』

航
海
士
が
『
船
長
』
に
告
げ
る
。

『
ド
イ
ツ
の
Ｕ
ボ
ー
ト
の
反
応
は

消
え
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
ツ
が
心
配
で
す
』

『
仲
間
』
を
案
じ
る
ソ
ナ
ー
マ
ン
。

一
方
、
当
の
船
長
は
水
で
一
杯
の

球
形
の
水
槽
を
眺
め
て
い
る
。

そ
こ
に
は
魚
は
無
く
淡
水
の
み
が

入
っ
た
奇
妙
な
水
槽
で
あ
る
。

『
―
―
―
―
む
…
…
…
…
』

水
槽
の
水
が
青
白
い
光
を
放
ち
始
め
た
。

『
浮
上
せ
よ
』

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

木
片
に
掴
ま
り
、
助
け
を
待
っ
て
い
た

エ
ド
ワ
ー
ド
の
首
に
掛
け
ら
れ
た

ペ
ン
ダ
ン
ト
の
石
が
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青
白
い
光
を
放
ち
始
め
る
。

「
―
―
―
―
！
？
」

暫
く
す
る
と
、
海
面
が
膨
れ
上
が
り

巨
大
な
潜
水
艦
が
姿
を
現
し
た
―
―
―
―
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第
１
章
・
Ｎ
ｏ
．
５
『
海
の
紳
士
』

潜
水
艦
の
ハ
ッ
チ
が
開
き
、
乗
組
員
ら
し
き

人
影
が
這
い
出
て
く
る
の
を
見
た

エ
ド
ワ
ー
ド
は
安
堵
の
息
を
漏
ら
し
た
。

―
―
―
―
し
か
し
―
―
―
―

「
オ
イ
…
…
コ
イ
ツ
は
ロ
ブ
じ
ゃ
な
い
ぞ
」

「
ナ
チ
ス
の
ス
パ
イ
か
…
…
…
？
」

そ
ん
な
話
し
声
に
耳
を
疑
う
エ
ド
ワ
ー
ド
。

直
ぐ
に
で
も
逃
げ
出
し
た
か
っ
た
が
、

長
時
間
の
漂
流
で
、
そ
ん
な
体
力
は

と
う
の
昔
に
無
く
な
っ
て
い
た
。

殺
さ
れ
る
の
を
覚
悟
し
た
次
の
瞬
間
―
―
―
―

「
ま
だ
子
供
で
は
な
い
か
…
…
引
き
揚
げ
ろ
」
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威
厳
に
満
ち
た
声
が
鼓
膜
を
震
わ
せ
、

上
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
る
感
触
が

エ
ド
ワ
ー
ド
を
安
堵
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
安
堵
感
は
彼
を

眠
り
へ
と
誘
っ
た
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

体
が
締
め
付
け
ら
れ
る
痛
み
で
気
が
付
く
と

船
員
ら
し
き
男
２
人
が
ピ
ス
ト
ル
を

こ
ち
ら
に
向
け
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
気
が
付
い
た
か
、
ス
パ
イ
野
郎
」

体
格
が
良
く
、
毛
深
い
男
が

い
や
ら
し
い
笑
い
を
見
せ
て
い
る
。

「
ス
パ
イ
は
、
そ
く
銃
殺
だ
が
、

殺
す
に
ゃ
惜
し
い
ぜ
。
ど
れ
、
味
見
す
る
か
」

背
が
高
く
、
ひ
ょ
ろ
り
と
し
た
男
が

エ
ド
ワ
ー
ド
の
縄
を
解
き
、

後
ろ
か
ら
羽
交
い
締
め
に
す
る
。
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「
―
―
―
―
な
っ
…
…
…
何
を
！
？
」

こ
れ
か
ら
何
を
さ
れ
る
の
か
理
解
で
き
な
い

エ
ド
ワ
ー
ド
が
思
わ
ず
叫
ぶ
。

「
―
―
―
―
何
を
す
る
か
、
だ
っ
て
よ
」

そ
う
言
っ
た
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
男
が
笑
っ
た
。

「
―
―
―
―
決
ま
っ
て
ん
だ
ろ
、

こ
の
フ
ネ
に
ゃ
女
は
居
ね
え
。

―
―
―
―
分
か
る
だ
ろ
う
？
」

体
格
の
良
い
男
が
エ
ド
ワ
ー
ド
か
ら

シ
ャ
ツ
を
乱
暴
に
剥
ぎ
取
る
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
ッ
！
？
」

や
っ
と
、
何
を
さ
れ
る
の
か
を

理
解
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
が
絶
句
す
る
。

「
さ
あ
、
下
の
方
も
―
―
―
―
」
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男
の
毛
深
い
手
が
エ
ド
ワ
ー
ド
の

ズ
ボ
ン
を
掴
む
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
ひ
い
っ
！
」

エ
ド
ワ
ー
ド
の
ズ
ボ
ン
が
今
ま
さ
に

は
ぎ
取
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

―
―
―
―
そ
の
時
―
―
―
―

男
の
動
き
が
止
ま
っ
た
か
と
思
う
と
、

彼
の
胸
か
ら
赤
黒
い
液
体
が
溢
れ
出
す
。

「
―
―
―
―
や
は
り
ゴ
ロ
ツ
キ
は

拾
う
べ
き
で
は
無
か
っ
た
な
…
…
…
…
」

渋
く
、
落
ち
着
い
た
声
と
共
に

ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
男
の
方
も
頸
動
脈
を

断
ち
切
ら
れ
、
果
て
た
。

「
―
―
―
―
済
ま
な
か
っ
た
、
少
年
」

声
の
し
た
方
を
向
く
と
、
浅
黒
い
肌
が
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印
象
的
で
渋
み
が
感
じ
ら
れ
る

中
年
の
男
性
が
、
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る
。

「
死
体
は
ク
ル
ー
に
処
理
さ
せ
る
。

私
に
付
い
て
来
な
さ
い
」

男
性
に
付
い
て
歩
く
う
ち
に
戻
っ
て
き
た

記
憶
の
ピ
ー
ス
を
は
め
合
わ
せ
、

よ
う
や
く
自
分
が
潜
水
艦
の
中
に
居
る
事
を

理
解
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
。

（
そ
れ
に
し
て
も
何
て
巨
大
な
潜
水
艦
だ
…
…
）

足
に
溜
ま
り
つ
つ
あ
る
疲
労
感
が

雄
弁
に
物
語
る
潜
水
艦
の
巨
大
さ
。

そ
の
巨
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
感
動
し
な
が
ら

足
を
進
め
た
先
は
一
際
立
派
な
部
屋
だ
っ
た
。

「
―
―
―
―
私
は
こ
の
潜
水
艦

『
ノ
ー
チ
ラ
ス
』
の
艦
長
、
ネ
モ
だ
。
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君
の
名
を
教
え
て
く
れ
る
か
、
少
年
」

ネ
モ
艦
長
の
紳
士
的
な
話
し
ぶ
り
に

緊
張
感
を
解
さ
れ
た

エ
ド
ワ
ー
ド
が
口
を
開
く
。

「
名
前
は
…
…
…
エ
ド
ワ
ー
ド
。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
タ
ー
ナ
ー
で
す
」

そ
の
自
己
紹
介
に
反
応
し
た
ネ
モ
艦
長
の
目
。

「
…
…
…
…
…
…
…
…
エ
ド
ワ
ー
ド
君
か
。

君
、
両
親
は
居
る
の
か
ね
？
」

そ
の
質
問
に
少
し
だ
け
目
を
伏
せ
な
が
ら

再
び
開
か
れ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
の
口
。

「
実
の
両
親
は
既
に
死
ん
で
い
ま
す
。

け
れ
ど
、
義
理
の
両
親
に
実
の
子
供
の
様
に

大
切
に
し
て
貰
っ
て
い
ま
す
」

顎
に
手
を
当
て
る
ネ
モ
艦
長
。
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「
…
…
…
…
…
…
…
…
そ
う
か
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

深海の宇宙
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4833m/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4833m/

